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Aus dem Physiologisch-chemischen Institut der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu).

Uber den Einfluss der Gallensaure auf den Glutathionsgehalt 
im Blut and Organe.

Von

Kaname Ohashi.

Eingegangen am 12. Mui 1933.

Der Verfasser hat den Einfluss der Cholsaure auf den Glutathionsgehalt im Blut, 

in der Leber and Milz des normalen Kaninchens and den Glutathionsgehalt in densel

ben des stauungsikterischen Kaninchens untersucht, um den Einfluss der Cholsaure 

auf die Zelloxydation im Organe klarzustellen. Dabei wurden gefunden, dass der 

Glutathionsgehalt des Blutes u. der Leber sowohl durch subcutane als auch durch 

intravenose Zufuhr von 2 cc einer 1%igen Na-Cholatlosung pro kg Korpergewicht 

unverandert bleibt, wahrend der in der Milz dadurch herabgesetzt wird. Weiter wurde 

gefunden, dass der Glutathionsgehalt im Blut durch intravenose oder subcutane Zufuhr 

von 5 cc einer 1%igen Na-Cholatlosung pro kg Korpergewicht ebenfalls unverandert 

bleibt, and dass aber der in Leber dadurch vermehrt and der in Milz entweder ver

mehrt wind oder unverandert bleibt.

Bei Zufuhr von grosseren Mengen von Gallensaure wie z. B. bei experimentellem 

Stauungsikterus wird der Glutathionsgehalt im Blut sowie in Leber herabgesetzt, 

wahrend der in Milz dabei vermehrt wird, was erstere hochstwahrscheinlich auf der
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durch Ruckfluss der Galle hervorgerufenen Zellendegeneration der Leber beruhen 

durfte.

Aus den Daten gent hervor, dass die Cholsaure in kleinerer Menge den Glutathions

gehalt im Organe im Sinne der Oxydationshemmung herabsetzt, wahrend sie in grosserer 

Menge ihn im Sinne der Oxydationsforderung vermehrt. (Autoreferat).

第1章　 緒 論

體内酸化現象 ハ種 々ナル化學的物質及 ビ酸化酵素ニ依 リテ媒介 セラルル事ハ一般 ニ認 メラル

ル所ナリ. 1921年 ホブキン1) 2)氏 及 ビデイクソン3)氏等ハ筋肉及 ビ肝臟 ヨリ「グルタチオ ン」ト

稱スル「トリぺプチー ド」ヲ分離 セリ.而 シテ之 ガ體内酸化現象 ニ與 カリテ,他 ノ被酸化物質ヲ

酸化シ自ラバ還元 セラ レテ二硫黄化合物 トナル,即 チ1ツ ノ水素受容者(Wasserstoffacceptor)

トシテ作用スル事バ一般ニ承認 セラルル所 ナリ.カ カル還 元 セラレタルニ硫黄化 合物 ヲ還元

「グルタチオ ン」ト云 フ.

體内酸化現象 ガ種々ナル「ホルモン」ニヨリ左右 セラルルニヨリ,酸 化現象 ニ與 カル體 内各臓

器組織及 ビ體液 中ノ還元 「グルタチオ ン」量モ亦種々ナル 「ホルモ ン」ニヨリテ左右セラ レテ増

減 シ得べク,從 ツテ還元「グルタチオ ン」ノ量 ヲ測定 シテ體内酸化現象 ノ消長 ヲ觀察 シ得べ シ,

著者4)ハ既 ニ膽汁酸中 「ヒヨール」酸 ガ,體 内酸化現象 ニ與 カル血液内酸化酵素ノ1ツ タル「カ

タラーゼ」酵素量ノ減少ヲ來タ シ,生 理的ニ體内酸化作用 ヲ抑制 シ,嘗 テ畠山5)氏 ガ家兎ノ瓦

斯代謝試験ニ於テ認メタル膽汁酸 ガ家兎體内糖燃焼作用 ヲ抑制 ス ト云フ成績 ト一致セシ事ヲ報

告セリ.

依 ツテ膽汁酸 ガ,酸 化作用ニ與カル體内臟器及 ビ血液内還元「グルタチオン」量 ニ如何ニ影響

ヲ及ボシテ體内酸化作用 ヲ左右スルモノナルカヲ檢索 シ,以 テ膽汁酸 ノ生理的「ホルモ ン」作用

ノ一端ヲ究 メント欲 シ本實驗 ヲ企圖セリ.

第2章　 實 驗 方 法

實驗動物 トシテハ1週 間以上同一状 態 ノ下 ニ毎 日豆腐 粕 ノ一定量 ヲ以 テ飼育 セ シ,成 熟 シタ

ル體重2kg以 上 ノ健康 ナル雄 性家兎 ヲ用 ヒタ リ.此7-11頭 ヲ各1群 トナ シ,先 ヅ家兎 血液
,

肝 臓,脾 臟 内還 元「グルタ チオ ン」ノ正常値 ヲ測定 スル爲 メ24時 間室腹 ノ状 態 ニ於 テ,其 ノ1群

ニ就 キ實驗 セ リ.

衣 ニ前著 血液 内 「カタ ラー ゼ」ニ關 スル實 驗結 果 ヨ リ體 重1kgニ 就 キ1%Na-cholatlosung

ノ2cc及 ビ5ccヲ 皮 下注 射 シ, 3時 間 後前述 ノ如 ク實 驗 シ,更 ニ體 重1kgニ 就 キ1%Na-

cholatlosung 2cc及 ビ2.5%Na-cholatlosung 2ccラ 靜 脉 内注射 シタル後30分 ニ シテ同樣 ニ
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實驗 シ以 テ膽 汁酸 ノ還 元「グル タチオ ン」量 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 セ リ.

又欝 積黄疸 ニ ヨル家兎體 内 ノ還元「グルタ チオ ン」量 ノ變化 ヲ檢 スル爲 メ總輸膽管結紮 手術 後

24時 間 及 ビ48時 間 ニ於 テ其 ノ血 液,肝 臟及 ピ脾臟 内還元「グル タチオ ン」量 ヲ測定 セ リ.還 元

「グルタチオ ン」定量法 ハH. E. Tunnicliffe氏 原 法 ノ改 良法 ナルW. A. Perlzweig及 ビG

 Delrue6)氏 法 ヲ使用 セ リ.

先 ヅ家兎耳静脉 ヲ小鋏先 ニテ破 リ,血 液 ヲ乾 燥 セル試驗 管内 ニ滴 下セ シメ,凝 固 セザル内 ニ

速 ニ其 ノ5ccヲ 「ピぺ ツ ト」ニテ採取 シ10ccノ10%三 鹽 化醋 酸溶液 ヲ入 レタル「コルべ ン」中

ニ流 下 シ,ヨ ク混 和 セル後乾 キタル漏斗及 ビ濾紙 ニテ濾 過 シ,得 タル濾 液5ccニ2ccノ25%

 Jodkalilosung及 ビ1ccノN/100 Jod-losungヲ 加 ヘ輕 ク混和 セル後1%澱 粉溶液 ヲ2滴 加 へ

過剩 ノ沃 度 ヲN/200 Natrium-thiosulfatlosungニ テ滴 定 シ消費 サ レタルN/100 Jodlosungノ

量 ヲ知 レリ.

然 ル後 家兎 ヲNachenschlagニ ヨ リ殺 シ,直 チニCarotisヲ 切 斷 シテ ヨクentblutenシ,其 ノ

肝臟 及 ビ脾臟 ヲ摘 出 シ,清 拭 シタル後秤 量 シ各乳鉢 ニテSeesandト 共 ニ細碎 シ,其 ノ全量 ヲ

10%ノ 三 鹽化醋酸溶液 ニテ200ccノMesskolbenニ 移 シ同液 ニテMark迄 充 シ,ヨ ク混和 シタ

ル後乾 キタル漏 斗及 ビ濾 紙 ニテ濾過 シ,其 ノ濾 液5ccヲ 用 ヒ血 液 ニ於 ケル ト同様 ニ操作 シ消費

サ レタルN/100 Jodlosungノ 量 ヲ定 メタ リ.三 鹽化醋酸溶 液及 ビ乳鉢等 ハ總 テ氷 ニテ冷却 シ

使 用 セ リ.總 テ二重或 ハ三重試驗 ニヨ リ其 ノ値 ノ正確 ヲ期 シタ リ. 1ccノN/100 Jodlosungハ

2.5mgノ 還 元「グルタ チオ ン」ニ相 當 スルニ ヨ リ消費 サ レタルJodlosungノcc數 ヨ リ使 用 シタ

ル濾液 中ノ還元「グルタチオ ン」量 ヲ知 リ全含 有量 ニ換 算 セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 對 照 試 驗

健 康 ニ シテ榮養 良好 ナル體重2090gヨ リ2870gノ 家 兎62頭 ノ血 液内還元 「グルタ チオ ン」

量 ヲ檢 シタル ニ最 小0.0219%ヨ リ最大0.0358%ヲ 含 有 シ,平 均0.0282%ノ 値 ヲ示 セ リ.即 チ

血液 内還元「グル タチオ ン」量 ハ家 兎 ニヨ リテ多少 異ナル事 ヲ知 ル.

次 ニ第1表 ニ示 ス如 ク10頭 ノ家兎 ニ就 キテ血 液内還元 「グル タ チオ ン」量 ヲ檢 シタル ニ,

 0.0234-0.0356%平 均0.0291%ニ シテ前實 驗 ノ成 績 ト略 ボ一致 セ リ.正 常家兎肝臟 内還元「グ

ル タチオ ン」量 ヲ同一家兎10頭 ニツキテ檢 シタル ニ0.2633-0 .3179%ニ シテ平均0.2874%ノ 値

ヲ得タ リ.然 ルニ正常家兎脾臟 内還元「グルタ チオ ン」量 ハ同一家 兎 ヲ用 ヒテ0 .2651-0.3310%

ニ シテ平均0.2912%ナ リ.即 チ第1表 ニ示 サルル如 ク脾臟 ノ還 元「グルタ チオ ン」量 ハ肝 臟 ニ比

シ其 ノ絶對 量ハ遙 ニ少 ケ レ ドモ,其 ノ百分率含 有量 ハ稍 々多 キ値 ヲ示 セ リ.併 シ家兎 各個 ノ動

搖率 ヨ リ之 ヲ見 レバ其 ノ百分率含有量 ハ殆 ド差異 ナ シ ト見 テ可 ナラ ン.
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第2節　 1%「 ヒ ヨ ール」酸 曹 達 溶 液 體 重1kgニ ツ キ

2ccm注 射 ノ場 合

第1項　 皮 下 注 射 ノ 場 合

御前6)辻7)兩 氏 ノ血糖 降下作用 ノ實 驗成績 ニ ヨ レバ,「 ヒヨール」酸 皮下注射後3-4時 間 ニ

シテ其 ノ效 力最 モ ヨク現 ルル ニ ヨリ,血 液及 ビ臟 器内還元 「グルタ チオ ン」量 ノ測定 ハ「ヒヨー

ル」酸注射後3時 間ヲ經 テ之 ヲ行 ヘ リ.

先 ヅ注射 前 ノ血液 内還元 「グルタ チオ ン」量 ヲ測定 シテ之 ヲ對 照 トシ,次 イデ注射 後3時 間 ノ

値 ト比較 セ リ.

第2表 ニ示 ス如 ク注射 前 ノ血液内還元 「グルタチオ ン」量 ハ0.0219-0.0358%ニ シテ 平均

0.0287%ナ リ.然 ル ニ注射後 ハ0.0249-0.0319%ニ シテ平均0.0286%ヲ 示 シ對照例 ノ値 ト殆 ド

其 ノ差 異ヲ認 メズ.又 第1節 對照 實驗例 ニ比 シテ モ殆 ド其 ノ差異 ヲ認 メズ.即 チ血 液内還 元「グ

ルタ チオ ン」量ハ少量 ノ「ヒヨール」酸注 入 ニヨ リテハ變 化 ナキ事 ヲ知 ル.

如上 檢査 ニ用 ヒタル同一家 兎肝 臟 ノ還 元「グルタ チオ ン」含有量 ハ0.2337-0.3324%ニ シテ平

均. 0.2869%ナ リ.然 ルニ脾臟 ノ還 元「グルタ チオ ン」量 ハ0.2461-0.3248%ニ シテ平均02883%

ヲ示 ス.之 ヲ對照試驗 ノ肝臟 及 ビ脾臟 ノ含有量 ニ比 ス レバ,肝 臟 含有 量ハ變 化 ナケ レドモ,脾

臟 ノ還元「グル タチオ ン」含有量 ハ「ヒヨール」酸注 入 ニ ヨリテ極 メテ僅 ニ減少 セル傾 向 ヲ示 ス.

第2項　 靜 脉 内 注 射 ノ 場 合

此場合 ニモ 「ヒヨール」酸 ノ靜脉 内注射 ニヨル血糖降下作用 ノ現 ルル時間ヲ標準 トシテ,「 ヒ

ヨール」酸注射後30分 ノ血液内還元「グルタチオ ン」量 ト注射前ノ値 トヲ比較 シ,肝 臟及 ビ脾臟

ノ含有量測定モ亦「ヒヨール」酸注射30分 後ニ之ヲ行ヘ リ.

第3表 ニ見ル如ク血液内還元「グルタチオ ン」注射前 ノ對照値 ハ0.0242-0.0298%ニ シテ平均
し

0.0273%ナ リ.注 射 後 ノ値 ハ0.0245-0.0299%ニ シテ平均0.0272%ナ リ.即 チ血液 内還元 「グ

ル タチオ ン」含有 量 ハ少 量 ノ 「ヒヨール」酸 ヲ静脉 内注射 ス ル トモ,皮 下注射 ノ場 合 ト同 ジク
,

變 化 セザル 事ヲ知 ル.

「ヒヨー ル」酸注射後30分 ノ肝臟還元 「グルタ チオ ン」含有量 ハ0.2417-0.3134%平 均0.2887

%ニ シテ,之 ヲ第1表 ノ對照値 ニ比 シ殆 ド變 化 セザル事 ヲ知 ル.然 ルニ脾臟 ニ於 テハ0.2504-

0.3032%平 均0.2807%ニ シテ「ヒヨー ル」酸注射 ニ ヨリ對照値 ヨ リ約3.6%減 少 シ,脾 臟 ノ還元

「グルタ チオ ン」含有量 ハ 「ヒヨール」酸 ノ静脉 内注 射 ニ ヨ リ多少減 少 ヲ來 タス事 ヲ知 ル.即 チ

「ヒヨール」酸 ハ脾臟 内酸化作用 ヲ抑制 スル作用 ヲ有 スル事 ヲ知 ル.

第3節　 1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹 達 溶 液 體 重1kgニ ツ キ

5ccm注 射 ノ場 合
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第1項　 皮 下 注 射 ノ 場 合

前節第1項 ト同 ジク「ヒヨール」酸注射3時 間後ノ還元「グルタチオ ン」量ヲ測定 セリ.

第4表 ニ示 セル如 ク注射前ノ血液内還元「グルタチオン」量ハ0.0244-0.0343%平 均0.0295%

ナ リ.即 チ「ヒヨール」酸大量ヲ皮下注射 スルモ血液内還元「グルタチオ ン」量ハ殆 ド變化 セズ.
タ

「ヒヨール」酸皮下注射3時 間後 ノ肝臟 還元 「グル タチオ ン」量 ハ0.2438-0.3324%ニ シテ平

均0.2928%ナ リ.之 ヲ第1表 ノ對 照値 ニ比 ス レバ約1.8%ノ 増 加 ヲ示 ス ノ ミ.脾 臟 ノ含有量 ハ

0.2844-0.3387%平 均0.3118%ニ シテ第1表 ノ對照値 ニ比 ス レバ約7.0%ノ 増加 ヲ示 ス.

即 チ「ヒヨール」酸 ノ大量皮 下注射 ハ血液内還元「グルタ チオ ン」量 ノ變化 ヲ來 タサザ レ ドモ,

肝 臟 及 ビ脾臟 ニア リテハ之 ヲ増加 セシムル傾向 ヲ有 ス.故 ニ大 量 ノ「ヒ ヨール」酸 ハ肝臟 及 ビ脾

臟 内酸 化作用 ヲ促進 スル作用 ヲ有 スル如 シ.

第2項　 靜 脉 内 注 射 ノ 場 合

第2節 第2項 ニ於 ケル如 ク大 量 ノ「ヒヨール」酸 注射30分 後 ニ 血液肝臟脾臟 内還元 「グルタ チ

オ ン」量 テ測 定 セ リ.

第5表 ニ示 セル如 ク大量 ノ 「ヒヨー ル」酸 靜脉 内注射 前 ノ血液 内還元 「グル タ チオ ン」 量 ハ

0.0226-0.0329%平 均0.0268%ニ シテ,注 射 後 ノ値 ハ0.0226-0.0329%平 均0.0266%ニ シテ,

大 量「ヒヨール」酸 靜脉 内注射 モ血液 内還元「グルタ チオ ン」量 ニハ影 響 ヲ及 ボザズ.

然 ルニ肝臟 内還元「グル タチオ ン」量 ハ0.2662-0.3619%平 均0.3019%ニ シテ,之 ヲ第1表 ノ

對照價 ニ比 ス レバ約5%ノ 増加 ヲ示 ス.脾 臟 ニア リテハ0.2682-0.3245%平 均0.2909%ノ 還 元

「グル タチオ ン」量 ヲ示 シ,之 ヲ對照値 ニ比 ス レバ其 ノ平均 ハ殆 ド差異 ナ シ.

即 チ「ヒヨール」酸大 量靜脉注射30分 後 ニア リテハ血液 ノ還 元 「グル タチオ ン」量 ハ變化 ヲ受

ケザル ノ ミナ ラズ,脾 臟 モ亦其 ノ變 化ヲ受 ケズ獨 リ肝 臟 ニ於 テ稍 々増量 セルノ ミナ リ.即 チ大

量 ノ「ヒヨール」酸 ハ肝臟 内酸化作用 ヲ稍 々促 進 スルモノナル事 ヲ知 ル.

以 上總 テノ所 見 ニヨ リ「ヒヨール」酸 ハ大量 ニア リテモ少量 ニア リテモ血液 内還元「グル タチ

オ ン」量 ニ影響 ヲ及 ボサズ.「 ヒヨール」酸少量 ノ場合 ニハ皮 下靜脉注射 共 ニ肝臟還 元「グルタ チ

オ ン」量 ニ變 化 ヲ及 ボサザ レドモ,大 量 ノ場合 ニハ何 レモ之 ヲ増 加 セシム.脾 臟 ノ還 元「グル タ

チオ ン」量 ハ少 量 ノ「ヒヨール」酸 ニ ヨ リ一般 ニ減少 シ,其 ノ大量 ニ ヨ リ一般 ニ増量 スル傾向 ヲ

示 ス.

以 上 ノ事實 ニヨ リテ肝臟 内酸 化作用 ハ少量 ノ「ヒヨー ル」酸 ニテハ殆 ド影 響 ヲ與 ヘザ レ ドモ,

大 量 ノ「ヒヨー ル」酸 ハ其 ノ酸化 作用 ヲ高 ムルモノナル事 ヲ知 ル.然 ルニ脾臟 内酸化 作用 ハ少 量

ノ「ヒヨール」酸 ニ ヨ リ抑制 セラル ル傾向 ヲ有 ス レドモ大 量 ノ「ヒヨール」酸 ハ之 ヲ高 ムル作用 ヲ

有 スル事 ヲ知 ル.

即 チ體 内過剩 ノ膽 汁酸 ハ肝臟 及 ビ脾 臟 ノ酸 化現象 ヲ高 ム レ ドモ,生 理 的 ト見做 シ得 べキ少量
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ノ膽汁酸ハ之 ヲ抑制スルニヨリ膽汁酸 ハ一般 ニ體内酸化作用ヲ抑制スル作用 アル事ヲ知ル,然

ルニ病的ニ體内膽汁酸ノ過剰ヲ來タセバ却 ツテ體内酸化作用促進セラルル事ヲ知 ル.依 ツテ體

内膽汁酸 ノ過剩ヲ來タセル場合,即 チ實驗的鬱積黄疸家兎體内ノ還元「グルタチオ ン」量 ヲ測定

シテ其ノ作用本態 ヲ精細ニ知 ラント欲 シ次 ノ實驗ヲ行 ヒタ リ.

第1表　 對 照 試 驗

第2表　 體重1kgニ ツ キ1%ノNa-cholatlosung 2ccヲ 皮 下注射 セ シ實 驗
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第3表　 體重1kgニ ツキ1%ノNa-oholatlosung 2coヲ 靜 脉 内注射 セ シ實驗

第4表　 體 重1kgニ ツ キ1%ノNa-cholatlosung 5ccヲ 皮 下注射 セ シ實驗

第5表　 體 重1kgニ ツキ1%ノNa-cholatlosung 5ccヲ 靜 脉 内注射 セシ實驗
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第4節　 體 内膽汁酸 ノ過剰 ヲ來 セル場合

(實 驗 的鬱積黄疸 ノ場 合)

第1項　 質驗 的鬱積 黄疸 第1日

家兎 ニ膽汁酸 ノ體 内過剰 ヲ來 タサ シムル爲 メニ開腹 シテ總 輸膽管 ヲ二重 ニ結 紮 シテ切 開腹 部

ヲ縫合 シテ手術 ヲ終 ル.カ カル手術 前 ニ血液 内還元「グルタ チオ ン」量 ヲ測 定 シテ之 ヲ對 照値 ト

シ,手 術後翌 日ノ値 ヲ以テ對 照値 ト比較 セ リ.

第6表 ニ示 セル如 ク手術 前 ノ血液 内還元 「グルタ チオ ン」量 ハ0.0267-0.0299%平 均0.0284%

ニ シテ,手 術後 ノ値 ハ0.0239-0.0292%平 均0.0260%ニ シテ手術 前 ノ對 照値 ニ比 シ平均8.4%

ノ減 少 ヲ示 ス.

肝 臟 ノ還 元 「グル タチオ ン」含有量 ハ0.2399-0.2792%平 均0.2629%ニ シテ第1表 ノ對照

値 ニ比 シ著 シキ減少 ヲ示 シ8.5%ノ 減 少ヲ來 タ セ リ.然 ル ニ脾 臟 ノ還元 「グルタ チオ ン」量 ハ

0.2402-0.3381%平 均0.3006%ニ シテ之 ヲ第1表 ノ對照値 子比 ス レバ3.2%ノ 増 量 ヲ示 セ リ.

即 チ鬱 積黄疸 第1日 ニ於 ケル還 元「グルタチオ ン」量 ハ血液及 ビ肝臟 ニア リテハ減少 シ脾臟 ニ

於 テハ却 ツテ増加 セ リ.

第2項　 實驗的鬱積黄疸 第2日

家兎 ニ實驗的鬱 積黄疸 ヲ起 サシメテ第2日 目 ニ於 ケル還 元「グル タチオ ン」量 ヲ檢 査 シ對照値

ト比較 セ リ.

第7表 ニ示 セル如 ク手 術前血液 内還 元「グル タチオ ン」含 有 量ハ0.0242-0.0327%平 均0.0278

%ニ シテ,手 術 後第2日 血液 ノ値 ハ0.0215-0.0301%平 均0.0261%ヲ 示 シ約6.0%ノ 減少 ヲ示

ス.

即 チ血液内還元「グルタチオ ン」ノ減少ハ手術第1日,第2日 共 ニ同一程度ニ減少 セリ.

肝臟内還元 「グルタチオ ン」含有量ハ第7表 ニ示ス如ク0.2137-0.2813%平 均0.2500%ニ シ

テ之ヲ第1表 對照値ニ比ス レバ著 シク減少 シ約13.0%ノ 減少ヲ來タセリ,然 ルニ脾臟 ニア リテ

ハ第7表 ニ示ス如 ク02640-0.2704%平 均0.2967ヲ 示 シ,手 術後第1日 ト同 ジク増量 シ第1

表ノ對照値ニ比 シ約1.9%ノ 増量ヲ示 ス.

即チ鬱積黄疸 ヲ起 セバ手術後第1日,第2日 共ニ血液及 ビ肝臟内還元「グルタチオ ン」量ハ減

少 シ殊ニ後者ハ第2日 ニ於テ著 シ.然 ルニ脾臟内ニ於テハ却 ツテ増加 シ殊ニ第1日 ニ於テ著 シ.

之ニヨリテ實驗的ニ鬱積黄疸ヲ起 シテ體内膽汁酸ノ増量 ヲ來 タセバ脾臟 ニア リテハ還元 「グ

ルタチオ ン」量ノ増加ヲ來タシテ脾臟内酸化現象 ノ亢進 ヲ來タセドモ,肝 臟内及 ビ血液ニア リ

テハ却 ツテ還元「グルタチオ ン」量ノ減少ヲ來 タシ酸化作用 ノ抑制 セラルルヲ見ル.第2及 ビ第

3節 ニ於ケル實驗成績 ニテハ多量 ノ膽汁酸體内注入 ハ肝臟内還元「グルタチオ ン」量 ノ増加ヲ來
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第6表　 實驗的鬱積黄疸第1日 ニ於ケル實驗

第7表　 實驗的鬱積黄疽第2日 ニ於ケル實驗

タ シテ酸化作用 ノ亢進 セラルルヲ見タ リ.依 ツテ實驗的鬱積黄疸 ヲ起 シ體内膽汁酸 ノ増加ヲ來

タセル場合ニ還元「グルタチオ ン」量 ガ減少 シタル成績 バ一見矛盾 セル如キ觀 ヲ呈 スルモ,鬱 積

黄疸 ヲ起 セバ膽汁 ノ肝臟内逆流ヲ來 タスタメ肝臟細胞 ノ破壞損傷ヲ來タ シ爲 メニ還元 「グルタ

チオ ン」 ノ減少 ヲ來タセル モノナラン.酸 化作用殊 ニ「グルタチオン」ノ酸化作用媒介 ハ細胞 ノ

機能 ト密接ナル關係 ヲ有スルニヨリ鬱積黄疸肝細胞破壞 ノ爲 メニ酸 化作用減退 シ,爲 メニ肝臟

内還元「グルタチオ ン」ノ減少ヲ來 タシ,延 ヒテ血液内還元「グクタチオ ン」量モ減少 セルモノナ

リト考 フルヲ至當 トスべ シ.

以上述ベタル4項 目ノ實驗成績 ヨリ膽汁酸 ノ1ツ タル「ヒヨール」酸 ハ少量即 チ生理的 ニハ體

内酸化作用ヲ抑制 シ,大 量即チ病的ニハ之 ヲ亢進 セシムルモノ ト考フルヲ至當 トス.
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第4章　 結 論

1.家 兎體重1kgニ ツキ1%「 ヒヨール」酸曹達溶液2ccm注 射 セバ血液及 ビ肝臟内還元

「グルタチオ ン」量ハ變化セザ レドモ,脾 臟内還元「グルタチオ ン」量ハ減少 ス.

2.家 兎體重1kg三 ツキ1%「 ヒヨール」酸5comヲ 注射 セバ血液内還元「グルタチオ ン」量

ハ變化セザ レドモ,肝 臟 ニ於テハ増量 シ.脾 臟 ニ於 テハ増量スルカ又 ハ變化 セズ.

3.實 驗的鬱積黄疸家兎 ハ術後第1第2日 共血液及 ビ肝臟内還元「グルタチオ ン」量減少ス レ

ドモ,脾 臟 ニ於 テハ却 ツテ増量ス.
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